
町　　　税

総　務　費

町　　　債

民　生　費

繰　入　金

公　債　費

繰　越　金

土　木　費

そ　の　他

観　光　費

そ　の　他

国庫支出金
県 支 出 金

衛　生　費

使用料及び
手　数　料

教　育　費

地方消費税
交　付　金

消　防　費

国庫支出金、県支出金などは、その対象となる事業が完成後に支払われるため、平成2８年 4 月から 5 月に
収入される予定です。

事業完了が年度末となる建設事業などの支払いは、4 月以降となっています。

皆さんが町に納めた税金

税務関係、住民登録など町の総括的な事務に使われたお金

国や県及び金融機関から借り入れたお金

福祉サービス、各種医療の助成など福祉全般に使われたお金

事業など特定の目的の財源として国または県から交付されたお金

保健衛生、ごみ処理など安全で衛生的な生活のために使われたお金

基金の取り崩しにより繰り入れたお金

町債を返済するために支払われたお金

施設の使用、住民票などの交付に手数料として皆さんが支払ったお金

幼稚園、小・中学校の運営、文化財保護など教育全般に使われたお金

県に納められた消費税から人口などに応じて町に交付されたお金

消防、救急活動の経費、防火水槽、消火栓の維持などに使われたお金

前年度から繰り越されるお金

道路・公園の整備、住宅管理などに使われたお金

ふるさと納税寄付金、地方譲与税、ゴルフ場利用税交付金など

町の観光宣伝として開催する事業や産業の振興に使われたお金

議会費、農林水産業費、災害復旧費など

㊤ 1 億2,511万円【合計 9 億4,466万円(92.4%)】

㊤ 3 億7,228万円【合計 8 億7,320万円(82.5%)】

㊤3億8,322万円【合計 9 億9,156万円(99.5%)】

【合計17億5,500万円(78.2%)】

【合計16億5,267万円(95.2%)】

支　　　出

下 半 期 財 政 状 況平成 27 年度

特　別　会　計

地方債の現在高

主な事業等の執行状況

一  般  会  計 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
98億4,000万円 90億9,770万円 92.5% 82億889万円 83.4%

会計名 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
国民健康保険特別会計 20億9,201万円 19億2,156万円 91.9% 18億998万円 86.5%
後期高齢者医療特別会計 3 億430万円 2 億9,593万円 97.2% 2 億8,425万円 93.4%
介 護 保 険 特 別 会 計 11億8,011万円 11億4,644万円 97.1% 10億7,188万円 90.8%
 4 財 産 区 特 別 会 計 490万円 490万円 99.9% 368万円 75.1%
温 泉 特 別 会 計 1 億5,700万円 1 億5,543万円 99.0% 1 億1,735万円 74.7%
育英奨学金特別会計 3,270万円 3,251万円 99.4% 362万円 11.1%
下水道事業特別会計 19億8,100万円 17億5,128万円 88.4% 16億2,200万円 81.9%

水 道 事 業 会 計
収入予算額 収入額 支出予算額 支出額

収　益 4 億3,860万円 4 億1,675万円 4 億840万円 3 億9,315万円
資　本 3,300万円 2,800万円 2 億1,160万円 2 億66万円

　地方債は、公共施設を整備するときに国や金融機関などから借り入れる資金で、毎年の財政負担をならし、世代間の公平な
負担を図っていくものです。会計別起債残高および一般会計において借り入れた主な起債の借入額、残高は次のとおりです。

（平成28年 3 月31日現在）
事業名 借入額 償還金残高

総 合 保 健 福 祉 セ ン タ ー 整 備 事 業 14億9,310万円 4 億9,265万円
消 防 庁 舎 整 備 事 業 9 億6,300万円 3 億5,813万円
一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 整 備 事 業 19億5,990万円 2 億8,590万円
仙 石 原 幼 児 学 園 建 設 事 業 2 億8,630万円 1 億2,036万円
箱 根 関 跡 保 存 整 備 事 業 9 億6,030万円 5 億1,334万円
学 校 統 合 推 進 事 業 1 億8,220万円 1 億3,132万円
湯 本 幼 児 学 園 建 設 事 業 2 億5,630万円 2 億267万円

会計名 償還金残高
一 般 会 計 65億4,146万円
国民健康保険特別会計 6,800万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 59億2,440万円
水 道 事 業 会 計 17億5,008万円
合 　 計 142億8,394万円

※ 箱根町が国などから借り入れている合計金額

会計名 事業名等 事　業　内　容 支出予定額

一 般 会 計

消防無線デジタル化推進事業 電波法改正により、アナログ無線が使用できなくなるた
め、消防無線をデジタル化しました。 2 億３,2８6万円

ごみ減量化・再利用推進事業 町内で出たごみの分別収集や再利用の推進、啓発活動な
ど、減量化・資源化を図るための対策を行いました。 1 億1,７９2万円

経 営 安 定 緊 急 融 資 事 業
大涌谷火山活動の影響を受ける町内事業者への支援。運
転資金や設備資金として、150万円を限度額とした融資。
また、信用保証料の補助、利子補給を行いました。

2,21８万円

ふ る さ と 納 税 促 進 事 業
３ 月３1日までに、町外在住の方々から 5 億３,７60万円のご
寄附をいただきました。この中から、寄附してくださっ
た方への謝礼品代と、その他必要経費を支出して、残っ
た ３ 億1,８３８万円が町の収入となりました。

2 億1,９22万円

国民健康保険
特 別 会 計 保 険 給 付 制 度

国民健康保険加入者が病気やけがなどで医療機関等を受
診した際に支払う自己負担額以外の医療費を、町が支出
しました。

12億３45万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 第 1 号・第 2 号公共下水道事業

機器の延命化を図り、更新コストを縮減しました。ま
た、処理面積の拡大により下水道を接続できる環境を整
え、接続人口が増加することでよりよい水環境の実現を
推進しています。

4 億９0万円

水 道 事 業
会 　 　 計 水 道 統 合 整 備 事 業 町営水道給水区域内における、未給水地域減少を図るた

めの整備工事を行いました。 2,0９８万円

6億499万円

【合計58億9,508万円(100.0%)】
58億9,400万円
39億2,830万円

7 億3,940万円

10億5,708万円

２億1,746万円

10億2,227万円
8億1,955万円

22億4,493万円

17億3,567万円
7 億9,294万円

10億5,905万円

9 億9,700万円
6 億834万円

9 億2,847万円

13億790万円
4 億4,303万円

8 億5,289万円
4 億8,460万円

4 億7,615万円

5 億92万円

8 億5,973万円

6 億8,319万円 10億7,181万円

19億6,678万円

㊤ 0 円　㊦ 5 億5,050万円【合計 5 億5,050万円(74.5%)】

㊤ 1 億9,707万円　㊦ 3 億7,888万円【合計 5 億7,595万円(54.5%)】

㊤ ０ 円　㊦ 2 億5,882万円【合計 2 億5,882万円(93.1%)】

㊤ 1億5,185万円　㊦ 1億2,937万円【合計 2 億8,122万円(78.6%)】

㊤ 2 億1,910万円　㊦ 1 億5,492万円【合計 3 億7,402万円(136.5%)】

㊤ 2億1,746万円  ㊦ 0 円【合計 2 億1,746万円(100.0%)】

2 億7,804万円

 3 億5,775万円

 2 億7,400万円

㊤ 4 億2,766万円　㊦ 3 億9,446万円【合計 8 億2,212万円(88.5%)】

㊤ 2 億2,493万円　㊦1 億5,810万円【合計 3 億8,303万円(80.4%)】

 2 億3,793万円
㊤8,205万円　㊦9,489万円【合計 1億7,694万円(74.4%)】

㊦ 2 億3,103万円【合計 7 億1,563万円(83.9%)】

㊤ 3 億9,569万円【合計 8 億3,872万円(64.1%)】

収入・支出済額（執行率）

【表の見方】
予算現額

上半期分（㊤）
下半期分（㊦）

※端数処理の関係上、各項目の合計と予算総額が異なる場合があります。

収　　　入

　町では、皆さんに町の財政について理解を深めていただくため、 ６ 月と11月に財政状況の公表を行っています。今回
は、平成27年度下半期（平成27年10月～平成28年 ３ 月）の収支状況をお知らせします。一般会計は、当初91億2,400万
円でスタートしましたが、補正予算等により ３ 月末現在の予算総額は98億4,000万円となりました。なお、平成27年度
の一般会計および特別会計については、これ以降 ５ 月31日までの出納整理期間を経て決算額となります。
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